
（別紙３）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

～ 令和7年2月21日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・引き続き児童が安心して利用できるよう取り組んでいきた

いと思います。

2

・引き続き保護者様の支援ができるように共に考えていきた

いと思います。

3

・各児童に対する「良いところ探し」を全児童で話し合える

ようにしていきます。

・礼儀や所作、暗黙のルール等をお伝えできればと思ってい

ます。

・活動内容の充実を図りたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・相談支援事業所等を通して各所と連携を図れるようにして

いきたいと思います。

2

3

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　ぐろーいんぐ

○保護者評価実施期間 令和7年2月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・学校や他施設等との連携強化。 ・相談支援事業所から各児童のサービス利用計画書は頂くもの

の、細かい部分での指導方法や方向について、学校や各施設そ

れぞれの考え方で行っていると思うので、足並みを揃えて指導

を行えればと尚良いと思います。

・児童一人ひとりに寄り添って支援を行っている。 ・児童それぞれに課題はあると思いますが、職員全体でその課

題についての解決方法等の意見を出し合い、各児童について現

在のベストを探りながら支援を行っています。

・時には寄り添い、時には距離を置きながら自分の気持ちを発

信できるような環境を作っています。

・保護者様に状況を逐一報告している。 ・良い事も良くない事もできるだけ保護者様にお伝えするよう

にしたうえで、支援の方向性や方法などを共有できればと思っ

ています。

・保護者様の子育てに関する悩み等を受け止め、職員全体で解

決方法やその糸口を探し出せればと思っています。

・社会性を身につけて頂けるようにコミュニケーション方法に

力を入れている。

・明文化されていないルール等を遊びや会話などで伝えていま

す。

・「自分はどんな気持ち？」「相手はどんな気持ち？」を確か

めながら支援を行っています。

・活動時に皆の前で発表する場をなるべく多く設けています。

事業所における自己評価総括表公表

放課後等デイサービス


